
 

・北村山企業探求セミナー 開催            …６ 

・小中学生地元企業探検バスツアー 開催 

・「元気はつらつ！お達者交通安全教室」開催 

・農福連携「現地視察研修会」 開催          …7         

 

お知らせ 
 

・ノロウイルス食中毒に注意 

・油流出事故防止について 

・道路除雪へのご協力お願い 
・雪害事故防止について 

・納税推進強調月間 

 

ニュース・事業紹介 
 

・「村山創生懇談会」開催                …１ 

・村山地域議員協議会 開催                 …２ 

・令和６年７月大雨災害の復旧に向けて 

・知事と若者の地域創生ミーティングin上山市、河北町          …3 

・「道の駅おおえ」○祝 リニューアルオープン！ 

・セルリー収穫体験と子姫芋の料理教室の開催       …４ 

・おいしいごはんポスターコンクール表彰式が行われました！ 

・「インバウンド誘客促進ファムツアー」の実施 

・新しくなった高瀬川橋が開通しました！           …5 

・県道27号大江西川線『月布橋工区』の供用開始 

・文翔館周辺エリアウォーカブル基本構想の策定にむけて 

村山総合支庁ニュースは、山形県のＨＰからもご覧いただけます。 

最新号だけでなく、過去の記事も掲載しておりますのでぜひご覧ください。 

 11月28日（木）、村山総合支庁本庁舎にて「村山創生

懇談会」を開催しました。村山地域の各分野で活躍する方

8名と知事及び総合支庁長が出席し、「第４次山形県総合発

展計画次期実施計画（Ｒ7～11年度）地域版の策定に向け

た地域の課題、強化すべき施策について」をテーマに、産

業、地域づくり、子育て、福祉など多岐にわたる貴重なご

意見、ご提案をいただきました。いただいたご意見等は、

今後の施策の検討に活かしてまいります。 

 

（総務課 TEL 023-621-8107） 

いただいた主な意見 
 

・ベテラン技術者の高度な技術力を、次世代に継承する支援が必要 

・地域おこし活動の推進には、活動への地元理解を深める取組みをが大事 

・地域と若者を繋ぐためには、コーディネーターの養成が必要 

・インバウンド拡大や農村地域振興のため、農泊によるアグリツーリズムの推進体制を強化することが重要 

・進学等で県外に出ても、戻ってきたくなるような経験を若い世代に体験させることが必要 

・若い人にチャレンジさせてあげることが大切 

・全ての子どもに対し、豊かな自然環境を活かした心と体の健康支援が必要 

・地域活動の人材不足解消のため、働きながらでも活動に参加しやすい仕組みが必要 
                                                         など     

村山創生懇談会出席者 
 

・大山 真吾さん （大山精機） 

・佐藤 恒平さん （地域振興サポート会社まよひが企画） 

・志藤 一枝さん （だいちゃん農園ゲストハウス） 

・田中 麻衣子さん（(株)キャリアクリエイト） 

・福元 夏歩さん （山形県立山形東高等学校 学生） 

・堀川 裕志さん （羽陽建設(株)） 

・村山 恵子さん （NPO法人クリエイトひがしね） 

・山蔭 瞬さん  （(福)山形市社会福祉協議会） 



MuraSou News   P２ 

 11月22日（金）に東南村山地域議員協議会、西村山・北村山地域議員協議会を、それぞれ村山総合支庁本庁舎、西村

山地域振興局において開催しました。  

 東南村山地域議員協議会には13 委員、西村山・北村山地域議員協議会には７委員が出席しました。 

 地主村山総合支庁長から村山総合支庁における施策の取組状況について説明があった後、各委員により村山地域の行

政課題や施策展開に関する活発な質疑が行われました。 

（総務課 TEL 023-621-8107） 

主な審議内容 
 

○東南村山地域議員協議会 

・新型コロナ関連融資の返済状況について 

・河川管理、ダムの堆積物除去について 

・子どもの学習支援について 

・部活動の地域移行について 

・蔵王、山寺の観光について 

・アオモリトドマツ再生の状況について 

・高病原性鳥インフルエンザ、豚熱の対応について 

・職員出前講座について 

 

○西村山・北村山地域議員協議会 

・河川の浸水対策、支障木・堆積土砂対策について 

・米価上昇の影響と米を活用した観光誘客について 

・新規就農者への支援策について 

・スマート農業関連設備の活用状況について 

・小中学校の統廃合について 

・北村山公立病院への県の支援について 

・自転車乗車用ヘルメットの着用促進について 

令和６年７月25日の大雨災害から４カ月余りが経過し

ました。 

県内では、未だ被災された住家を離れて暮らされている

方もいらっしゃるなど、災害の大きさが実感されます。あ

らためて、被災された皆様にお見舞い申し上げます。 

村山地域では、復旧に向けて、８月中旬以降、順次、国

の災害査定を受けており、現在まで67箇所が終了し、年内

を目途に災害査定を終える見込みです。今後は国の補助等

を受け、道路、河川などの公共土木施設、農地・農業用施

設、林道施設などの復旧を進めていきます。 

村山総合支庁では、市町や関係機関等と連携しながら、

地域の皆様が一日も早く安心して暮らせるよう、継続して

復旧・復興活動に取り組んでまいります。 

 

（総務課防災安全室 TEL 023-621-8180） 



MuraSou News   P３ 

 令和4年度から再整備に着手していた「道の駅おおえ」が

10月5日（土）にグランドオープンしました。 

 公募により、新しい愛称は「コラマガセ」となりました。

大江町の国道287号沿いに新築された駅舎では、町内で採

れた旬の野菜や果物、銘菓や地酒などの特産品を求める人

で連日大いに賑わっており、オープンから1ヶ月余りの11

月8日に来場者10万人を達成しました。 

 

（西村山道路計画課 TEL 0237-84-0667） 

知事と若者が地域の良さや課題について語り合う「知事と若者の地域創生ミーティング」が、10月24日（木）

に上山市、11月18日（月）に河北町でそれぞれ開催されました。 

（総務課 TEL 023-621-8105） 

上山市中部地区公民館で、企業経営者や農家、高校生などの

若者８名と吉村知事、山本市長が対談しました。 

参加者からは、「上山には良い観光資源がたくさんあるが、

PR不足が課題である。民間企業と行政の連携や、市民性を変

えていくことがさらなる魅力の発信に繋がる。」、「人と繋が

る楽しさを感じられる街にするために、自分事として地域を

盛り上げていくことで、上山への愛着が生まれる。」などの発

言がありました。 

 知事は、「皆さん上山愛が強く、上山を盛り上げていこう

という意気込みを感じた。上山市、そして山形県の活性化に

向けて一緒に地域を盛り上げていきましょう。」と呼び掛け

ました。 

どんがホールで、事業経営者や地域おこし協力隊、高校生な

どの若者8名と吉村知事、森谷町長が対談しました。 

参加者からは、「若者が集まれる場所として、空き家を活用

したカフェ作りに取り組んでいる。このような活動が増えれ

ば、河北町に若者が増え、元気で賑やかなまちになると思う。」

といった提案があったほか、県の野生鳥獣救護所を兼ねる河

北町児童動物園について、「野生動物との関わり方を伝える教

育普及活動を行う場所にしたい。」などの発言がありました。 

 知事は、「各分野で真剣に色々なことを考えている。この

エネルギーを大切にし、地域の発展に向けて元気で活動して

ほしい。」と締めくくりました。 



MuraSou News   P４ 

農業への理解と米の消費拡大を目的に実施した「村山地域おいし

いごはんポスターコンクール」の表彰式が11月8日（金）に村山総合

支庁講堂で行われました。今年で34回目となるコンクールには、管内

の小学校81校から1,916点の応募をいただきました。 

厳正な審査を経て、受賞者となられた児童の皆さんに、村山広域農

業振興会議の武田会長（産業経済部長）より賞状を授与しました。 

なお、受賞作品の画像を県ホームページに掲載しています。 

 

（農業振興課 TEL 023-621-8385） 

＊＊受賞された皆さん おめでとうございます！＊＊ 

最優秀賞   佐藤 妃茉さん （山形市立第二小学校5年） 

優 秀 賞  庄司 知加さん （山形市立蔵王第一小学校1年） 

優 秀 賞  阿部 紗弓さん （東根市立東根小学校2年） 

優 秀 賞  金野 瑶禾さん （山形大学附属小学校3年） 

優 秀 賞  八木橋花映さん （山形大学附属小学校4年） 

優 秀 賞  田井地菜月さん （山形市立宮浦小学校6年） 

佳   作  12点 

 増加する訪日客の村山地域への誘客を図るため、台湾や

タイからの誘客を手掛ける旅行会社を招請し、村山地域の

観光資源の磨き上げのための助言をいただく「インバウン

ド誘客促進ファムツアー」を、10月31日（木）から11月

2日（土）までの3日間の行程で実施しました。 

 ツアーでは、上山市楢下宿の「ばあちゃんずくらぶのおも

てなし御膳」や村山市居合神社での「サムライ体験」等を巡

り、後日助言等をいただく予定です。 

 今後も引き続き、インバウンド誘客のための取組を進め

ていきます。 

 

（地域産業経済課観光振興室 TEL 023-621-8444） 

 地域の農作物や食文化について興味関心を高めるため、幼

児・児童を対象に収穫体験と料理教室を行いました。 

10月27日（日）、JA山形市アグリセンターにて、23組

の親子が参加し、特産野菜の「セルリー」を収穫しました。自

分で鎌を使って収穫し袋詰めした大きなセルリーを抱え、「楽

しかった！」と笑顔の子どもたちでした。 

また、11月23日（土）、寒河江市ハートフルセンターに

て、７組の親子が参加し、伝統野菜「子姫芋」で郷土料理のい

も煮といももちを作りました。食材を切ったり、すりこぎで潰

したり丸めたりと、お子さんが一生懸命作ったお料理を「美味

しいね！」と褒める親御さんの姿なども見られました。 

 

（地域産業経済課 TEL 023-621-8447） 



MuraSou News   P５ 

平成22年度より事業を進めてきた主要地方道山形

山寺線の高瀬川橋架替を含む一連区間が、9月30日

（月）に開通しました。 

当日は、開通に先立ち施工者主催による安全祈願祭

が行われ、開通を機会とした地域産業及び山寺をはじ

めとする周辺観光の振興、そして道路の交通安全の願

いが込められました。 

昭和13年竣工の旧橋は、老朽化が著しく、また幅が

狭かったこともあり、安全な通行に支障をきたしてお

りましたが、今回の開通により安全で円滑な通行が確

保されました。 

 

（道路課 TEL 023-621-8217） 

 県が令和元年度より事業を進めてきました、県道

27号大江西川線月布橋工区（大江町大字月布地内）が

11月23日（土）に開通しました。 

 当日は、午前10時30分より安全祈願祭と開通式典

が執り行われ、松田大江町長をはじめ、菅野西川町長

や橋名板を揮毫した児童など約100名が出席し、テー

プカットや渡り初めを行い、開通を祝いました。 

 この開通により、安全で円滑な通行が確保され、観

光名所である柳川温泉や神通峡等へのアクセスが向

上しました。 

 

（西村山道路計画課 TEL ０237-86-8126） 

 山形市の文翔館を中心としたエリアを対象として、居心地が良く歩きたくなるまちなか整備

に向けた構想の策定に取り組んでおります。 

（都市計画課 TEL 023-621-8239） 

○ワークショップ（9/26、11/13） 

  ９月と11月に、まちなかの将来について意見交換

しました。これまで２回開催し、次回（12/11）は、

頭の中で描いているまちなかの将来イメージをＶＲ

に反映させウォーカブル空間を疑似体験します。 

○社会実験（10/6～10/13） 

 市役所前の南進車線を自転車道や休憩スペースと

して活用しました。自転車と歩行者が分離されたこ

とで安全になったほか、休憩スペースは、土日を中心

に多くの方に利用されました。 



MuraSou News   P６ 

 北村山地域振興局では、管内市町と連携し、若者定着・

回帰促進に向けた取り組みとして、管内の高校２校の１

年生を対象に企業探求セミナーを開催しました。 

 全体会では、地元企業で活躍する先輩が、地元暮らし

や働くことの良さを伝え、個別会では、生徒が企業ブー

スを巡回し、担当者から自社製品や業務等の説明を受け

ました。 

 

（北村山総務課連携支援室 TEL 0237-47-8614） 

 北村山地域振興局では、管内市町と連携し、若者定着・

回帰促進に向けた取組みとして、中学生及び小学校高学

年親子を対象とした工場見学バスツアーを11月16日

（土）に開催し、16組36名の親子が参加しました。 

 尾花沢市の（株）山陽精機では、鋼板を様々な形状に成

形する金型（フォーミングロール）の製造工程、村山市の

VANTECH（株）では、キャンピングカーの製造工程を

見学しました。 

 お昼には、尾花沢市の「おばね蕎麦打ち愛好会」の指

導の下、そば打ちを体験し、原種最上早生の新そばに舌

鼓を打ちました。 

 

（北村山総務課連携支援室 TEL 0237-47-8614） 

 村山地区交通安全対策協議会（事務局:村山総合支

庁）では、「高齢者の交通事故防止推進強化旬間」（11

月1日（金）～11月10日（日））にあわせ、高齢者が

集う施設を訪問し、「元気はつらつ！お達者交通安全

教室」を開催しました。 

 警察官による講話とともに、交通安全専門指導員に

よる方言を交えた楽しい掛け合いの創作劇を通して、

高齢者の交通事故防止を呼びかけました。日没がさら

に早まるこれからの時期は、夕暮れ時の事故が増える

傾向にありますので、運転手は早めのライト点灯、歩

行者は反射材を着用するようにしましょう。 

 

（総務課防災安全室 TEL 023-621-8234） 



MuraSou News   P７ 

農福連携の普及啓発、「農業と福祉」お互いの理解

促進のため、10月29日（火）に農業・福祉関係者が

参加し「現地視察研修会」を行いました。現地視察は

（株）いにしえ（天童市）に協力をいただき、障がい

福祉サービス事業所ジョブタス天童事業所利用者に

よる玉ねぎの皮むき、洗浄作業等を見学しました。 

その後の研修会では、参加者が意見交換を行い、交

流を深めました。今後も「農福連携」の取組みを進め

ていきます。 

 

（地域健康福祉課 TEL 023-627-1145） 

油流出事故の原因は、ほとんどが「うっかりミス」です。そして、事故対応

の費用は、原則、原因者の負担となります。次のような点に注意して油流出事

故を起こさないようにしましょう。 

 

① 落雪や除雪作業による燃料タンクからの配管等の破損の防止。 

② 油をポリタンクに小分けする際は、絶対にその場から離れない。 

 

なお、事故発生時や発見時は最寄りの消防署、市町又は村山総合支庁環境課

にご連絡ください。 

 

（環境課 TEL 023-621-8419） 

ノロウイルスによる食中毒は年間を通して発生しており、冬は特に

多くなります。また年末年始は会食の機会が増える時期でもありま

す。「つけない（手洗い）」「やっつける（加熱、消毒）」を徹底し、

しっかり予防しましょう。 

◆手洗い 調理や食事の前、トイレの後等、ハンドソープで２回手洗いを！ 

◆加 熱 食品の中心部までしっかり加熱を！ 

◆消 毒 ドアノブ等手が触れる場所を塩素系漂白剤等で消毒を！ 

     （アルコールでは十分な効果が得られません） 

（生活衛生課 TEL 023-627-1185） 



MuraSou News   P８ 

 12月は県内一斉の『納税推進強調月間』です。村山総合支庁と管内市

町では自主納税・納期内納付の推進のため県税・市町税の口座振替を推

奨しています。また、地方税統一QRコードを導入し、キャッシュレス

納付や全国の対応金融機関窓口で納付できるよう、利便性の向上に努め

ています。納付が難しい事情があれば納税相談を受け付けますので、お

早めに納税課・市町担当課までお問合せください。 

 

（納税課 TEL 023-621-813３） 

事故なくスムーズに除雪できるよう、皆様のご協力をお願いします。 

●除雪車には近づかないで！ 

  除雪車の周辺は、運転手の死角となり危険です。 

  除雪車には絶対に近づかないでください。 

●道路に雪を捨てないで！ 

  道幅が狭くなり、歩行者との接触事故やスリップ事故の原因になりますので、 

  敷地の雪は道路に出さないでください。 

●寄せ雪処理にご協力を！ 

  除雪後には宅地入口に多少の雪が残ってしまいます。 

  各ご家庭やご近所で協力し合い、寄せ雪の処理をお願いします。 

●流雪溝のルールを守りましょう！ 

  流雪溝に雪を入れるときは、地区で決められたルールを守りましょう。 

  作業後は必ずしっかりとフタを閉めましょう。 

本庁舎道路課   TEL 023-621-8193 

西村山道路計画課 TEL 0237-86-8404 

北村山道路計画課 TEL 0237-47-8667 

積雪量が多くなる冬期間は、例年除雪や雪下ろし作

業中の事故が多く発生しています。 

屋根の雪下ろしを行う場合は、ヘルメットや命綱を

装着し、２人以上で安全な作業に心がけましょう。ま

た、除雪機による事故や屋根からの落雪にも、十分注意

しましょう。 

雪害事故防止については、県ホームページ「こちら防

災やまがた！」の「防災情報」に《安全な雪下ろしガイ

ド》などを掲載していますので、ぜひご活用ください。 

 

（総務課防災安全室 TEL 023-621-8108） 

◆2人以上で作業 

◆ヘルメット・命綱を装着 

◆はしごはしっかり固定 

◆使いやすい除雪道具の使用 

◆屋根の雪のゆるみに注意 

◆体調に気をつけ無理な作業はしない 

◆足場にはいつも注意 


